
　セイコーグループ㈱（東京都中央
区）の代表取締役会長兼グループ
CEO 兼グループCCOの服部真二氏
が、10月1日付で、セイコーウオッチ㈱
（東京都中央区、代表取締役社長：内
藤昭男）の代表取締役会長 兼 CEO 
兼 CCOに就任した。セイコーグループ
㈱における服部氏の役職と、セイコー
ウオッチ㈱における内藤氏の役職は、
従来どおりとなる。
　現在、セイコーグループ㈱は、2026
年度までの中期経営計画（SMILE
145）のもと、持続的な成長を確実に
実現している。その中で、中核であるウ
オッチ事業の発展が極めて重要な経
営課題ととらえており、この度の服部

氏の就任によって、経営基盤のさらな
る強化を図るとしている。
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　10月29日～31日に
パシフィコ横浜で開催
される年内最後の大規
模宝飾展「第13回国際
宝飾展 秋（秋のIJT）」
には、400社・81万点の
ジュエリーやアクセサ
リー、宝石などが一堂に
展示・販売される。
　ネットやECにより簡
単に誰でもすぐに販売
できる社会になったが、
求められているのは正し
い知識や適正価格と
いった信頼できる情報
だ。卸でも小売りにして
も、より良いものを適正
価格で提供する販売者
が求められている。

　会場には長い経験を持つプロだけ
ではなく、最近始めたネット販売業者
やハンドメイド作家など、新規参入して
くる人もたくさん来場する。
　そんな人たちに向けたセミナーも数
少ないが用意されている（申込不要の
無料セミナー）。

　10月30日13時～14時は、GIA 
Tokyo合同会社主催セミナーとして
「翡翠の宝石学と産地鑑別-GAIの新
たな挑戦」をテーマに、GIA Tokyoト
レーニージェ
モロジストの
佐藤光氏が講
演する。高品
質の翡翠の多
くはミャンマー

産とされているが、近年ではグアテマラ
からも高品質な翡翠が流通しており、
より注目されている。G I A では
LA-ICP-MSを用いた化学組成データ
ベースを構築し、今年の8月より無処理
の翡翠に限り産地鑑別サービスを開
始した。同講演では翡翠の基礎的な宝
石学から最新の翡翠の産地鑑別など
を説明する。

　同日15時～16時には、事務局主催
セミナーとして、三村小松法律事務所
の弁護士／1級ジュエリーコーディ
ネーターの新田真之介氏による「ジュ
エリー・時計×法務～攻めと守りのブラ
ンド戦略」が聴ける。内容は、近年増加
する契約トラブルや顧客クレーム対応、
デザイン模倣などのリスクに対して、予
防法務の観点を交えながら、ブランド
保護や成長戦略の解説。ジュエリー・
時計業界に特化した法律実務とブラン
ド戦略の両面から、日々の経営に直結
する実践的な知見を解説する。単なる
法律解説にとどまらず、「経営に活かす
武器としての法務」を学べる内容だ。
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経営基盤のさらなる強化に向け
服部真二氏がセイコーウオッチ㈱の
代表取締役会長兼CEO兼CCOに就任

　一般社団法人日本ジュエ
リー協会（JJA。会長：長堀
慶太）は、9月に開催された
ジュエリー＆ジェムワールド
香港（インフォーマ マーケッ
ツ アジア主催）において、独
立行政法人日本貿易振興機構（ジェ
トロ）と共催で「ジャパン・ブランド・パ
ビリオン」を初出展。日本発のジュエ

リーブランドを海外市場へ広く
発信し、認知向上を図るため、
香港コンベンション＆エグジビ
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秋のIJT　
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　Rx Japan㈱が主催の国際宝飾展
秋では、近年、若年層のジュエリー選び
で「自分らしさ」「唯一無二」「ストーリー
性」が重視され、人工ダイヤや量産素
材では得られない希少性への憧れが

購買の動機となっていることに注目して
いることから、“生きた虹”の「アンモライ
トジュエリー」や個性的な「トラピッチェ
ダイヤモンド」（㈱大八貿易）ほか、ミネ
ラル素材の魅力などを発信している。
　また、素材にまつわる科学的・地理
的・制作背景など、ジュエリーに宿るス
トーリー性への関心も高まっている。
さらに、SNSでの拡散や映像映えを意
識した購買行動も顕著で、光を透過す

る原 石
や虹色
に 輝 く
アン モ
ライトな
ど、視覚
的 イン

パクトのある素材に注目が集まってい
る。アンモライト原石は自然が生み出
した唯一無二の色彩と、数千万年とい
う歴史的背景がZ世代に刺さるポイン
トだという。
　実際、SNSでは「#原石ジュエリー」
「#天然石ジュエリー」の投稿が増加し
ており、若者がジュエリーを通して自己
表現するトレンドが鮮明だという。
　こうしたことから同展でも、原石・天
然石・鉱山水晶などミネラル素材のア
イテムが多数出展され、希少な原石か
らダイヤモンド、ヒーリングストーンなど
の映像映えする製品が一堂に揃う。

人工ダイヤや量産では得られない
トラピッチェやアンモライトなど
歴史や個性に注目集まる素材
10月29日から国際宝飾展秋はじまる

にパビリオンを設置、ジェ
トロ選出の個別出展社６
社（各社９平米／１ブー
ス）に加え、共同ブース（４

ブース相当）に JJA選出８
ブランドの代表商品を展
示した。同時に各ブランド
をスライドショー形式で

紹介する映像を放映、パンフレットも
手渡しで配布し、各社の出展ブースへ
の誘導を促した。
　出展社をはじめ、長堀会長とJJA事

務局員が対応していた。大きな
成果を上げる出展社もいたが、
そうでもない出展社もみられ
た。反省点もあるだろうが、日本
ブランドとして海外市場へ出て
いくことは今後重要な課題であ
り、継続して挑戦できる環境を

生みだすことが肝心である。海外市場
を視野に入れた日々の取り組みが必要
になり、些細なことでもその協力は大き
な実績に繋がるだろう。
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